
港
区
み
な
と
保
健
所
健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
西
塚　
至
氏
（
医
療
安
全
推
進
委
員
）

風
疹
大
流
行

累
積
報
告
数
八
千
五
百
七
人
、
昨
年
の
三
十
六
倍

病
院
に
出
入
り
す
る
製
薬
メ
ー
カ
ー
社
員
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
業
者
も
ワ
ク
チ
ン
を
！

設
し
、
新
型
法
人
な
ど
に
補
助
金
を
支
給
す

る
（
中
略
）
同
基
金
に
は
毎
年
、
消
費
税
の

一
部
を
投
入
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
」

（
毎
日
新
聞
）
と
報
じ
た
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
だ
固
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
四
月
二
十
二
日
の
会
合
で
国
民

会
議
の
役
割
を
「
新
制
度
の
導
入
を
重
点
的

に
考
え
て
最
優
先
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
地

域
で
の
複
数
の
病
院
が
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
を
作
る
構
想
を
支
持
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
病
床
数
や
診
療
科
目
の
整

理
が
で
き
ま
す
し
、
医
療
機
器
や
医
薬
品
の

一
括
購
入
と
い
う
こ
と
な
ど
も
効
率
的
も
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

考
え
方
は
、
介
護
保
険
で
も
弱
小
の
社
会
福

祉
法
人
に
対
し
て
も
活
用
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
た
な
国
民
皆
保
険
体
制
の
再
構
築

　

従
来
よ
り
国
民
皆
保
険
体
制
は
「
だ
れ
で

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
「
誰
も
が
信
頼
で
き
る
〝
家
庭

医
〞（
総
合
診
療
医
）
を
持
ち
、そ
の
紹
介
で
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
専
門
医
や
病
院
を
受

診
・
入
院
が
で
き
る
」
体
制
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

〝
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
や
め
ろ
！
〞
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

と
、
い
く
ら
医
療
資
源
が
あ
っ
て
も
足
り
な

い
と
い
う
の
が
国
民
会
議
で
は
一
致
し
た
意

見
で
す
。

　

医
療
は
都
道
府
県
ご
と
に
病
院
の
再
編
成

を
進
め
る
一
方
、
介
護
は
市
町
村
で
地
域
包

括
ケ
ア
の
構
築
は
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
役
割
分
担
の
促
進
策

　

最
後
に
私
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
は

入
院
に
特
化
し
て
、
入
院
だ
け
で
成
り
立
つ

報
酬
を
確
立
し
て
〝
外
来
の
縮
小
〞
〝
入
院

期
間
の
短
縮
〞
〝
受
け
入
れ
先
の
確
保
〞
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
診
療
所
は
、
全
診
療
所

が
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
家
庭
医
」
と
介
護
保
険
上
の
「
主

治
医
」
と
の
一
本
化
を
進
め
て
行
く
中
で
、

こ
う
し
た
診
療
所
に
は
「
家
庭
医
・
療
養
指

導
料
」（
仮
称
）
を
創
設
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
へ
の
参
画
を
条
件
に
高
い
定
額
報
酬
を
確

立
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

患
者
に
対
し
て
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
七
十

〜
七
十
四
才
の
自
己
負
担
は
一
割
に
据
え
置

か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
参
議
院
選
挙
が
終

わ
っ
た
後
は
、
必
ず
二
割
負
担
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
単
純
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、

従
来
通
り
か
か
り
つ
け
医
に
か
か
っ
て
い
る

患
者
は
一
割
負
担
の
ま
ま
に
し
て
、
い
き
な

り
病
院
に
来
る
患
者
に
は
、
二
割
負
担
と
い

う
こ
と
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
増
税
と
経
済
成
長
の

成
果
だ
け
で
は
、
現
在
の
社
会
保
障
の
伸
び

は
ま
か
な
え
ま
せ
ん
。
痛
み
を
伴
う
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
の
で
す
。

ま
と
め

　

設
置
期
限
ま
で
残
り
期
間
が
少
な
く
な
っ

た
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
は
、
参
議
院
選

挙
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
七
月
が
重
要
な
時
期

に
な
り
ま
す
。
八
月
の
早
い
時
期
に
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
た
い
と
の
目
標
で
、
様
々
な

角
度
か
ら
議
論
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
講
演
の
概
要
で
す
。
今
後
の
国
民

会
議
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
一
）
都
内
で
も
風
疹
大
流
行

　

都
内
で
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
頃
か
ら
風

疹
患
者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
一
週
間
あ
た
り

二
十
人
程
度
の
患
者
が
発
生
し
、
二
〇
〇
四

年
以
来
九
年
ぶ
り
に
流
行
が
み
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
患
者
の
さ

ら
な
る
増
加
が
み
ら
れ
、
二
月
か
ら
一
週
間

あ
た
り
百
人
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
大
流

行
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。【
図
一
】【
図
二
】

　

 

今
年
一
月
か
ら
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
都

内
の
風
疹
患
者
数
は
、
昨
年
一
年
間
の
三
・

四
倍
に
の
ぼ
る
。

（
二
）
男
性
は
二
十
か
ら
四
十
歳
代
、

女
性
は
二
十
歳
代
に
流
行

　

都
内
に
お
け
る
風
疹
患
者
は
、
男
性
は
二

十
か
ら
四
十
歳
代
に
、
女
性
は
二
十
歳
代
に

多
い
。

　

 

患
者
の
多
く
が
、
予
防
接
種
歴
が
な
い
又

は
確
認
で
き
な
い
者
で
あ
る
。
女
性
が
妊
娠

中
（
特
に
妊
娠
初
期
）、
風
疹
に
感
染
す
る

と
胎
児
に
難
聴
や
白
内
障
、
先
天
性
の
心
疾

患
な
ど
が
生
じ
る
「
先
天
性
風
疹
症
候
群
」

（CRS

）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
一
九
七
五
か
ら
一
九
七
七

年
に
か
け
て
全
国
的
な
風
疹
大
流
行
が
あ

り
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
恐
れ
て
多
く
の

人
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
い
、
そ
の
数
は
年

間
二
千
六
百
件
を
超
え
た
（
国
立
感
染
症
研

究
所
「
風
疹
の
現
状
と
今
後
の
風
疹
対
策
に

つ
い
て
」）。

（
三
）
先
天
性
風
疹
症
候
群
が
、
昨
年

か
ら
十
件

　

先
天
性
風
疹
症
候
群
は
感
染
症
法
に
よ
る

五
類
全
数
把
握
疾
患
に
分
類
さ
れ
、
診
断
し

た
医
師
は
七
日
以
内
に
最
寄
り
の
保
健
所
に

届
け
出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
流
行

が
始
ま
っ
た
昨
年
か
ら
今
年
四
月
二
十
一
日

ま
で
に
全
国
で
十
件
が
報
告
さ
れ
た
。
都
内

で
も
今
年
第
十
三
週
（
三
月
二
十
五
日
〜
三

月
三
十
一
日
）
に
一
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
先
天
性
風
疹
症
候
群
は
妊
娠

初
期
の
女
性
が
風
疹
に
感
染
し
胎
児
が
感
染

す
る
こ
と
が
多
く
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の

報
告
は
今
後
、
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
四
）
成
人
男
性
で
は
免
疫
が
不
十
分

　

今
回
の
流
行
の
特
徴
は
、
風
疹
に
対
す
る

集
団
免
疫
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
国
立
感
染
症
研
究
所
の
「
二
〇
一
二
年

度
感
染
症
流
行
予
測
調
査
」
に
よ
る
と
、
二

十
か
ら
四
十
歳
代
の
男
性
に
お
い
て
、
風
疹

抗
体
価
の
低
下
が
み
ら
れ
、
九
十
％
を
下

回
っ
て
い
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る

十
四
都
府
県
で
昨
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
五
千
九
十
四
名
（
男
性 

二
千
二
百
二
十
五

名
、
女
性 

二
千
八
百
六
十
九
名
）
か
ら
採
血

し
た
血
清
を
用
い
て
、
赤
血
球
凝
集
抑
制

（hem
agglutination inhibition

：H
I

）

試
験
に
よ
風
疹
抗
体
価
を
測
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
風
疹
の
流
行
を
抑
え
る
に
は
、
集
団

に
お
い
て
十
分
な
（
抗
体
価
八
倍
以
上
）
免

疫
を
有
す
る
者
が
九
十
％
を
超
え
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
図
三
を
み
る
と
、〇
歳
で

三
十
％
程
度
で
あ
っ
た
抗
体
保
有
率
は
一
歳

で
上
昇
し
、
二
歳
以
上
で
は
お
お
む
ね
九

十
％
以
上
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
歳
で

実
施
さ
れ
て
い
る
定
期
予
防
接
種
（
第
一
期
）

に
よ
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
と
思
わ

れ
る
。
二
歳
以
上
で
は
、
十
九
歳
ま
で
抗
体

保
有
状
況
は
九
十
％
以
上
維
持
さ
れ
、
男
女

差
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
か

ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
時
限
的
に
実
施
さ
れ

た
、
第
三
期
（
中
学
一
年
）・
第
四
期
（
高

校
三
年
）
の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効

果
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
れ
以
上
の
成
人
男
性
を
み
る
と
、
多
く

の
年
齢
群
で
九
十
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
男

性
の
抗
体
保
有
率
は
、
三
十
代
（
三
十
〜
三

十
四
歳
八
十
四
％
、
三
十
五
〜
三
十
九
歳
七

十
三
％
）、
四
十
代
（
四
十
〜
四
十
四
歳
八

十
六
％
、
四
十
五
〜
四
十
九
歳
八
十
一
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
同
年
齢
層
の
女
性
（
九
十

七
〜
九
十
八
％
）
と
比
較
し
て
十
ポ
イ
ン
ト

以
上
（
十
二
〜
二
十
五
ポ
イ
ン
ト
）
低
い
。

こ
の
こ
と
が
、
風
疹
の
流
行
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
と
さ
れ
る
。〈
一
〉【
図
三
】

（
五
）
日
本
病
院
会
が
風
疹
対
策
を
通
知

　

本
年
四
月
、
全
国
二
千
三
百
七
十
病
院
が

加
盟
す
る
一
般
社
団
法
人　

日
本
病
院
会

（
堺
常
雄
会
長
）
は
、
全
国
で
風
疹
の
流
行

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
院
内
で
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
加
盟
病
院
の
当
面

の
対
策
と
し
て
、
病
院
職
員
の
風
疹
抗
体
価

の
確
認
と
、
免
疫
が
不
十
分
な
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
促
す
こ
と
を
求
め
た
。
同
時
に
、
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病
院
職
員
に
対
す
る
風
疹
対
策
の
み
な
ら

ず
、
委
託
業
者
、Ｍ
Ｒ
等
の
出
入
り
業
者
に

つ
い
て
も
、
病
院
職
員
と
同
様
の
対
応
を
求

め
た
。

（
六
）
都
内
の
病
院
で
は
十
年
前
に
職

業
感
染
予
防
を
強
化

　

東
京
都
は
二
〇
〇
二
年
、
全
国
で
初
め
て

「
院
内
感
染
予
防
対
策
に
関
す
る
一
斉
の
立

入
検
査
」
を
管
内
六
百
八
十
病
院
に
対
し
て

実
施
し
た
。
立
入
検
査
で
は
六
項
目
の
「
職

業
感
染
予
防
に
関
す
る
事
項
」
も
検
査
対
象

と
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
病
院
職
員
の
ウ
イ
ル

ス
性
疾
患
の
罹
患
歴
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴

を
把
握
す
る
こ
と
、
職
員
の
麻
疹
、
風
疹
、

水
痘
等
の
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
必
要
に
応

じ
て
実
施
す
る
こ
と
、
免
疫
の
な
い
者
へ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
こ
と
」
も
含
ま
れ

て
い
た〈
二
〉。当
時
、約
七
十
％
の
病
院
が「
職

業
感
染
予
防
に
関
す
る
事
項
」
に
不
備
を
指

摘
さ
れ
〈
三
・
四
〉、
都
は
「
東
京
都
院
内

感
染
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
感

染
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
〈
四
〉。

同
時
に
「
委
託
業
者
も
職
員
と
同
様
の
感
染

対
策
を
講
じ
る
こ
と
」
も
徹
底
し
た
〈
四
〉。

（
七
）
風
疹
対
策
が
不
十
分
な
事
業
者

は
、
病
院
へ
の
派
遣
・
訪
問
を
自
粛
す

べ
き

　

風
疹
の
流
行
を
受
け
て
、
一
部
の
企
業
で

は
社
員
に
対
す
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
費
用
を
助

成
す
る
動
き
が
出
て
い
る
〈
五
〉。
し
か
し
主

な
国
内
製
薬
事
業
者
に
社
員
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
助
成
な
ど
の
動
き
は
報
じ
ら
れ
て
い
な

い
（
六
月
三
日
グ
ー
グ
ル
記
事
検
索
）。

　

病
院
は
妊
娠
中
の
女
性
、
そ
の
家
族
も
多

く
訪
れ
る
公
共
の
場
で
あ
る
。
そ
の
病
院
に

社
員
を
派
遣
す
る
事
業
者
に
は
、
社
内
の
風

疹
予
防
に
協
力
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
病
院
管
理
者
に
は
、
出
入
り
す
る
業

者
に
対
し
て
「
風
疹
未
罹
患
で
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
に
つ
い
て
は
訪
問
を
自
粛
す
る
こ
と
」

を
強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
八
）
広
が
る
自
治
体
に
よ
る
成
人
の

ワ
ク
チ
ン
助
成

　

都
内
六
十
二
市
区
町
村
の
う
ち
青
ヶ
島
村

及
び
小
笠
原
村
を
除
く
六
十
団
体
が
「
妊
娠

を
予
定
又
は
希
望
す
る
女
性
（
区
分
Ａ
）」

と
「
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
（
区
分
Ｂ
）」

に
対
す
る
風
疹
予
防
接
種
に
係
る
費
用
助
成

を
行
っ
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
五
月
十
七
日

現
在
）〈
六
〉。

　

ほ
と
ん
ど
が
区
分
Ａ
及
び
Ｂ
に
限
定
し
て

い
る
が
、
な
か
に
は
四
十
九
歳
以
下
の
住
民

に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

居
住
地
自
治
体
の
制
度
を
確
認
す
る
と
よ

い
。【
図
四
】

（
九
）
今
回
の
風
疹
大
流
行
に
つ
い
て

　
　

 （
ま
と
め
）

　

過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
流
行
が
続
く
風

疹
。
今
回
の
流
行
で
す
で
に
十
人
が
「
先
天

性
風
疹
症
候
群
」
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
風

疹
は
予
防
接
種
で
防
げ
る
疾
患
で
あ
る
。
患

者
の
ほ
と
ん
ど
は
二
十
か
ら
四
十
歳
代
の
成

人
。
流
行
収
束
に
向
け
て
、
一
刻
も
早
く
集

団
の
免
疫
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
国
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
、
医

療
機
関
、
民
間
企
業
が
協
力
し
て
、
感
受
性

者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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献
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◆風疹とは
　風疹（rubella）は、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹症。ま
れに見られる先天性風疹症候群予防のために、妊娠可能年齢およびそれ以前の女性に対
するワクチン対策が重要。
①疫学
 　我が国では風疹の流行は 2～ 3年の周期を有し、しかも 10年ごとに大流行がみら
れる。最近では、1976、1982、1987、1992 年に大きい流行がみられたが、次第に規
模は縮小しつつある。春から初夏にかけて増加するが、冬にも少なからず発生する。
②病原体
 　風疹ウイルスはトガウイルス科ルビウイルス属の直径 60～ 70nmの一本鎖RNAウ
イルス。血清学的に亜型のない単一ウイルス。上気道粘膜より排泄されるウイルスが飛
沫を介して伝播されるが、その伝染力は麻疹、水痘よりは弱い。
③臨床症状
　潜伏期間 14～ 21日（平均 16日）の後、発熱、発疹、リンパ節腫脹（耳介後部、後
頭部、頚部）が出現する。発熱は半数の患者にみられる。三徴候を欠くものには臨床診
断が困難。鑑別疾患は、溶血性レンサ球菌による発疹、伝染性紅斑などが挙げられる。
発疹は紅く、小さい。数日かけて全身に広がる。通常色素沈着や落屑はみられない。リ
ンパ節は発疹の数日前から腫れはじめ、4～ 6週間持続する。カタル症状を伴うが、麻
疹に比べ軽症である。
　ウイルスの排泄期間は、発疹出現の前後約 1週間とされている。解熱後、排泄され
るウイルス量は激減し、感染力は急速に消失する。
 　基本的には予後良好。血小板減少性紫斑病（五千人に一人）、急性脳炎（六千人に一
人）など合併することもあるが、これらも予後良好。風疹に伴う最大の問題は、妊娠前
半期の女性が初感染により、胎児に風疹ウイルスがおよび、先天性風疹症候群
（congenital rubella syndrome：CRS）が高率に出現する。先天異常としては、先天性
心疾患、難聴、白内障、網膜症などが挙げられる。また低出生体重、血小板減少性紫斑
病、溶血性貧血、間質性肺炎、髄膜脳炎なども新生児期に多くみられる。
④病原診断
　血清診断が一般的に用いられ、保険適応にもなっている。赤血球凝集抑制反応（HI）
法が主流で、急性期と回復期の抗体価を比較し 4倍以上の上昇により診断する。最近
はELISAが使われ、特異的 IgM抗体が検出されれば、単一血清でも診断可能。
　ウイルス分離は保険適応なく通常行われないが、届出後に保健所が患者の咽頭ぬぐい
を採取して、積極的疫学調査として風疹ウイルス PCR検査が行う場合がある。
⑤治療
 　特異的治療法はなく対症療法が主。発熱、関節炎などに対しては解熱鎮痛剤を用いる。
⑥予防
 　弱毒生ワクチンが実用化されている。予防接種法「A類疾病」に定められており、1
歳児（第一期）、就学前年の児（第二期）を対象に定期接種が行われている。
⑦感染症法・学校保健安全法における取扱
　感染症法による「五類全数把握疾患」に分類され、診断した医師は七日以内に最寄り
の保健所への届出が義務付けられている。
　学校保健安全法では「第二種感染症」に指定され、出席停止の期間は『発しんが消失
するまで』とされている。ただし学校医その他の医師が感染のおそれがないと認めたと
きは、この限りではない。

は
じ
め
に

　

自
民
、
公
明
、
民
主
三
党
の
合
意
に
基
づ

い
て
昨
年
八
月
に
成
立
し
た
消
費
増
税
法
で

は
、
増
税
の
大
義
名
分
と
し
て
「
社
会
保
障

の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
を
同
時
に

達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
負
担
増
と
引
き
換
え
に
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
て
「
く
ら
し
の
安
全
」
を

図
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三

党
合
意
で
は
本
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
に

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
に
そ
う

し
た
議
論
を
委
ね
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
ま

で
安
倍
政
権
で
は
社
会
保
障
制
度
改
革
が
話

題
に
あ
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
い
っ
た
い
何
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

慢
性
期
医
療
委
員
会
は
、
去
る
五
月
十
三

日
（
月
）
国
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
委
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
宮
武
剛
氏
（
元
毎
日
新

聞
社
論
説
委
員
、
現
目
白
大
学
大
学
院
生
涯

福
祉
研
究
科
客
員
教
授
）
を
お
迎
え
し
て
、

こ
れ
ま
で
国
民
会
議
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
る
の
か
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
以
下
、
講
演
内
容
の
中
で
「
医
療
提
供
の

在
り
方
」
に
限
っ
て
要
点
の
み
抜
粋
し
て
報

告
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
と
は
？

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
は
、
平
成

二
十
四
年
八
月
に
成
立
し
た
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
社
会
保

障
制
度
の
在
り
方
を
議
論
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
改
革
の
対
象
は
①
公
的
年
金

制
度
、②
医
療
制
度
、③
介
護
保
険
制
度
、④

少
子
化
対
策
の
四
つ
が
テ
ー
マ
で
す
。
特
に
、

消
費
税
を
五
％
上
げ
る
こ
と
に
際
し
て
、
ど

ん
な
こ
と
に
使
っ
て
行
く
の
か
「
こ
れ
な
ら

国
民
が
納
得
で
き
る
改
革
案
を
提
出
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
も
設
置

期
限
は
本
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
と
し
て
、

改
革
案
が
法
律
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
閣
議
決
定
で
し
ば
り
を
つ
け
て
行
う

と
い
う
も
の
で
す
。

国
民
会
議
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

①
こ
の
十
三
年
間
の
国
の
一
般
会
計
は
、
税

収
が
大
幅
に
減
少
し
て
歳
入

に
占
め
る
割
合
も
半
分
を
き

る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費

は
大
幅
に
増
加
し
、
国
の
一

般
歳
出
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
る
。

②
我
が
国
の
公
債
残
高
は
、

年
々
増
加
の
途
を
た
ど
り
、

借
金
の
残
高
は
、
地
方
も
含

め
る
と
、
約
千
兆
円
に
も
膨

ら
ん
で
い
る
。

③
そ
こ
で
、
消
費
税
率
を

五
％
引
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
の

安
定
財
源
を
確
保
す
る
と
し

て
い
る
が
、
五
％
全
部
新
た

に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

四
％
は
現
在
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に

使
っ
て
、
残
り
の
一
％
、
約
二
・
七
兆
円
程

度
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
対
策
」「
医
療
・

介
護
の
充
実
」「
年
金
制
度
の
改
善
」「
貧
困
・

格
差
対
策
の
強
化
」
な
ど
に
使
っ
て
、
そ
の

中
で
医
療
・
介
護
は
約
一
・
六
兆
円
程
度
使

う
こ
と
が
お
お
ま
か
に
決
ま
っ
て
い
る
。

④
し
か
し
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
や
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
が
予
定
す
る
重
点
化
・
効

率
化
を
実
現
し
て
も
、
社
会
保
障
四
経
費
に

対
し
て
、
消
費
税
収
は
な
お
十
七
兆
円
不
足

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

⑤
一
方
、
将
来
の
推
計
人
口
を
見
る
と
六
十

五
才
〜
七
十
四
才
人
口
は
、
二
〇
一
六
年
頃

に
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
、
そ
の
後
は
逓
減
し
て

行
く
。
も
ち
ろ
ん
患
者
数
も
逓
減
す
る
。

　

し
か
し
、
七
十
五
才
以
上
の
人
口
は
、
ど

ん
ど
ん
増
え
て
二
〇
三
〇
年
頃
に
最
初
の

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
、
二
〇
四
〇
年
代
か
ら
再

び
逓
増
し
て
、
第
二
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
五
五

年
頃
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今

後
、
大
規
模
な
病
院
や
福
祉
施
設
を
建
設
し

て
も
成
果
が
期
待
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
慢

性
期
の
疾
患
を
抱
え
て
晩
年
を
暮
ら
す
高
齢

者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
生
活
を
支
え
て

行
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
総
死
亡
者
数
に
し
て
も
、
年
々
増
え

て
行
く
こ
と
を
考
え
る
と
全
員
を
病
院
や
施

設
で
引
き
受
け
る
こ
と
は
無
理
で
、
今
後
、

過
度
の
病
院
頼
み
、
施
設
頼
み
か
ら
脱
却
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
民
会
議
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
認
識
し
て
お
り
、
共
通
し
た
意

見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
機
能
の
再
編
（
将
来
像
）

　

そ
こ
で
、
今
後
病
院
を
ど
の
よ
う
な
形
で

再
編
す
る
か
が
議
題
に
な
り
ま
す
。

　
図
①
、②
は
、
将
来
の
医
療
と
介
護
機
能

の
再
編
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
二
つ
の

図
は
、
数
十
年
前
福
田
政
権
下
の
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
の
時
と
同
じ
で
、
こ
れ

は
民
主
党
政
権
下
で
も
、
現
在
の
安
倍
政
権

に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
現
状
の
ま
ま
病
床
数
を
増
や
さ

な
い
で
病
院
の
機
能
を
「
高
度
急
性
期
」「
一

般
急
性
期
」「
亜
急
性
期
等
」「
長
期
療
養
」
と

分
担
を
明
確
に
し
て
、
高
度
急
性
期
は
入
院

期
間
を
平
均
十
五
日
〜
十
六
日
、
一
般
急
性

期
は
平
均
で
九
日
程
度
、
亜
急
性
期
は
入
院

六
十
日
程
度
に
す
る
な
ど
病
院
の
機
能
を
分

散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
化
し
て
な
ん
と

か
病
床
数
を
お
さ
え
な
が
ら
医
療
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
て
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ

問
題
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
こ

と
が
出
来
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
の

機
能
分
化
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み

　

そ
う
し
た
中
で
本
年
四
月
十
九
日
に
開
か

れ
た
国
民
会
議
で
は
、
二
人
の
委
員
の
共
同

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
医
療
提

供
体
制
の
改
革
に
は
、
診
療
報
酬
に
よ
る
誘

導
よ
り
も
、
補
助
金
を
活
用
す
る
方
が
効
果

的
だ
と
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
新
聞
に
は
、
次
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
厚
生
労
働
省
は
医
療
・
介
護
施
設
の
効

率
的
な
配
置
を
促
す
た
め
、
医
療
法
を
改
正

し
、
地
域
の
複
数
病
院
を
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
（
持
ち
株
会
社
）
型
化
し
た
地

域
独
占
の
医
療
法
人
（
非
営
利
）
の
設
置
を

認
め
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。「
地
域
医

療
・
包
括
ケ
ア
創
生
基
金
」（
仮
称
）
を
新

【図②】

【図①】 医療・介護機能の再編（将来像）

一般病床
（109万床）

療養病床
（24万床）

介護療養病床

介護施設
（98万人分）

居宅系サービス
（33万人分）

住宅サービス
（320万人分）

高度急性期
（入院15～16日）

一般急性期
（入院9日程度）

亜急性期等
（入院60日程度）

長期療養
（入院135日程度）

介護施設

居宅系サービス

住宅サービス

相　
互　
の　
連　
携　
深　
化

「
施
設
」か
ら「
地
域
」へ
・「
医
療
』か
ら「
介
護
」へ

【2012年（平成 24年）】 【2025年（平成 37年）】

地
域
に
密
着
し
た
病
床
で
の
対
応

現在の一般病棟入院基本料等の病床数

【図四】都内自治体における独自の風疹予防接種費用の助成
　　　　（妊娠を希望／予定する女性及び妊婦の夫以外に自治体独自に
　　　　 費用助成を行っている団体）

【図三】各年齢における風疹HI 抗体保有状況
　　　　　　　　　　（抗体価 1：8以上）　2012年度平

成
二
十
五
年
五
月
十
三
日
（
月
）

慢
性
期
医
療
委
員
会　
宮
武
剛
氏
講
演
会
よ
り
抜
粋

　
　
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
中
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
提
供
の
在
り
方
」

主
題
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病
院
職
員
に
対
す
る
風
疹
対
策
の
み
な
ら

ず
、
委
託
業
者
、Ｍ
Ｒ
等
の
出
入
り
業
者
に

つ
い
て
も
、
病
院
職
員
と
同
様
の
対
応
を
求

め
た
。

（
六
）
都
内
の
病
院
で
は
十
年
前
に
職

業
感
染
予
防
を
強
化

　

東
京
都
は
二
〇
〇
二
年
、
全
国
で
初
め
て

「
院
内
感
染
予
防
対
策
に
関
す
る
一
斉
の
立

入
検
査
」
を
管
内
六
百
八
十
病
院
に
対
し
て

実
施
し
た
。
立
入
検
査
で
は
六
項
目
の
「
職

業
感
染
予
防
に
関
す
る
事
項
」
も
検
査
対
象

と
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
病
院
職
員
の
ウ
イ
ル

ス
性
疾
患
の
罹
患
歴
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴

を
把
握
す
る
こ
と
、
職
員
の
麻
疹
、
風
疹
、

水
痘
等
の
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
必
要
に
応

じ
て
実
施
す
る
こ
と
、
免
疫
の
な
い
者
へ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
こ
と
」
も
含
ま
れ

て
い
た〈
二
〉。当
時
、約
七
十
％
の
病
院
が「
職

業
感
染
予
防
に
関
す
る
事
項
」
に
不
備
を
指

摘
さ
れ
〈
三
・
四
〉、
都
は
「
東
京
都
院
内

感
染
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
感

染
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
〈
四
〉。

同
時
に
「
委
託
業
者
も
職
員
と
同
様
の
感
染

対
策
を
講
じ
る
こ
と
」
も
徹
底
し
た
〈
四
〉。

（
七
）
風
疹
対
策
が
不
十
分
な
事
業
者

は
、
病
院
へ
の
派
遣
・
訪
問
を
自
粛
す

べ
き

　

風
疹
の
流
行
を
受
け
て
、
一
部
の
企
業
で

は
社
員
に
対
す
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
費
用
を
助

成
す
る
動
き
が
出
て
い
る
〈
五
〉。
し
か
し
主

な
国
内
製
薬
事
業
者
に
社
員
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
助
成
な
ど
の
動
き
は
報
じ
ら
れ
て
い
な

い
（
六
月
三
日
グ
ー
グ
ル
記
事
検
索
）。

　

病
院
は
妊
娠
中
の
女
性
、
そ
の
家
族
も
多

く
訪
れ
る
公
共
の
場
で
あ
る
。
そ
の
病
院
に

社
員
を
派
遣
す
る
事
業
者
に
は
、
社
内
の
風

疹
予
防
に
協
力
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
病
院
管
理
者
に
は
、
出
入
り
す
る
業

者
に
対
し
て
「
風
疹
未
罹
患
で
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
に
つ
い
て
は
訪
問
を
自
粛
す
る
こ
と
」

を
強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
八
）
広
が
る
自
治
体
に
よ
る
成
人
の

ワ
ク
チ
ン
助
成

　

都
内
六
十
二
市
区
町
村
の
う
ち
青
ヶ
島
村

及
び
小
笠
原
村
を
除
く
六
十
団
体
が
「
妊
娠

を
予
定
又
は
希
望
す
る
女
性
（
区
分
Ａ
）」

と
「
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫
（
区
分
Ｂ
）」

に
対
す
る
風
疹
予
防
接
種
に
係
る
費
用
助
成

を
行
っ
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
五
月
十
七
日

現
在
）〈
六
〉。

　

ほ
と
ん
ど
が
区
分
Ａ
及
び
Ｂ
に
限
定
し
て

い
る
が
、
な
か
に
は
四
十
九
歳
以
下
の
住
民

に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

居
住
地
自
治
体
の
制
度
を
確
認
す
る
と
よ

い
。【
図
四
】

（
九
）
今
回
の
風
疹
大
流
行
に
つ
い
て

　
　

 （
ま
と
め
）

　

過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
流
行
が
続
く
風

疹
。
今
回
の
流
行
で
す
で
に
十
人
が
「
先
天

性
風
疹
症
候
群
」
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
風

疹
は
予
防
接
種
で
防
げ
る
疾
患
で
あ
る
。
患

者
の
ほ
と
ん
ど
は
二
十
か
ら
四
十
歳
代
の
成

人
。
流
行
収
束
に
向
け
て
、
一
刻
も
早
く
集

団
の
免
疫
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
国
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
、
医

療
機
関
、
民
間
企
業
が
協
力
し
て
、
感
受
性

者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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献
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感
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◆風疹とは
　風疹（rubella）は、発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹症。ま
れに見られる先天性風疹症候群予防のために、妊娠可能年齢およびそれ以前の女性に対
するワクチン対策が重要。
①疫学
 　我が国では風疹の流行は 2～ 3年の周期を有し、しかも 10年ごとに大流行がみら
れる。最近では、1976、1982、1987、1992 年に大きい流行がみられたが、次第に規
模は縮小しつつある。春から初夏にかけて増加するが、冬にも少なからず発生する。
②病原体
 　風疹ウイルスはトガウイルス科ルビウイルス属の直径 60～ 70nmの一本鎖RNAウ
イルス。血清学的に亜型のない単一ウイルス。上気道粘膜より排泄されるウイルスが飛
沫を介して伝播されるが、その伝染力は麻疹、水痘よりは弱い。
③臨床症状
　潜伏期間 14～ 21日（平均 16日）の後、発熱、発疹、リンパ節腫脹（耳介後部、後
頭部、頚部）が出現する。発熱は半数の患者にみられる。三徴候を欠くものには臨床診
断が困難。鑑別疾患は、溶血性レンサ球菌による発疹、伝染性紅斑などが挙げられる。
発疹は紅く、小さい。数日かけて全身に広がる。通常色素沈着や落屑はみられない。リ
ンパ節は発疹の数日前から腫れはじめ、4～ 6週間持続する。カタル症状を伴うが、麻
疹に比べ軽症である。
　ウイルスの排泄期間は、発疹出現の前後約 1週間とされている。解熱後、排泄され
るウイルス量は激減し、感染力は急速に消失する。
 　基本的には予後良好。血小板減少性紫斑病（五千人に一人）、急性脳炎（六千人に一
人）など合併することもあるが、これらも予後良好。風疹に伴う最大の問題は、妊娠前
半期の女性が初感染により、胎児に風疹ウイルスがおよび、先天性風疹症候群
（congenital rubella syndrome：CRS）が高率に出現する。先天異常としては、先天性
心疾患、難聴、白内障、網膜症などが挙げられる。また低出生体重、血小板減少性紫斑
病、溶血性貧血、間質性肺炎、髄膜脳炎なども新生児期に多くみられる。
④病原診断
　血清診断が一般的に用いられ、保険適応にもなっている。赤血球凝集抑制反応（HI）
法が主流で、急性期と回復期の抗体価を比較し 4倍以上の上昇により診断する。最近
はELISAが使われ、特異的 IgM抗体が検出されれば、単一血清でも診断可能。
　ウイルス分離は保険適応なく通常行われないが、届出後に保健所が患者の咽頭ぬぐい
を採取して、積極的疫学調査として風疹ウイルス PCR検査が行う場合がある。
⑤治療
 　特異的治療法はなく対症療法が主。発熱、関節炎などに対しては解熱鎮痛剤を用いる。
⑥予防
 　弱毒生ワクチンが実用化されている。予防接種法「A類疾病」に定められており、1
歳児（第一期）、就学前年の児（第二期）を対象に定期接種が行われている。
⑦感染症法・学校保健安全法における取扱
　感染症法による「五類全数把握疾患」に分類され、診断した医師は七日以内に最寄り
の保健所への届出が義務付けられている。
　学校保健安全法では「第二種感染症」に指定され、出席停止の期間は『発しんが消失
するまで』とされている。ただし学校医その他の医師が感染のおそれがないと認めたと
きは、この限りではない。

は
じ
め
に

　

自
民
、
公
明
、
民
主
三
党
の
合
意
に
基
づ

い
て
昨
年
八
月
に
成
立
し
た
消
費
増
税
法
で

は
、
増
税
の
大
義
名
分
と
し
て
「
社
会
保
障

の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
を
同
時
に

達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
負
担
増
と
引
き
換
え
に
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
て
「
く
ら
し
の
安
全
」
を

図
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三

党
合
意
で
は
本
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
に

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
に
そ
う

し
た
議
論
を
委
ね
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
ま

で
安
倍
政
権
で
は
社
会
保
障
制
度
改
革
が
話

題
に
あ
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
い
っ
た
い
何
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

慢
性
期
医
療
委
員
会
は
、
去
る
五
月
十
三

日
（
月
）
国
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
委
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
宮
武
剛
氏
（
元
毎
日
新

聞
社
論
説
委
員
、
現
目
白
大
学
大
学
院
生
涯

福
祉
研
究
科
客
員
教
授
）
を
お
迎
え
し
て
、

こ
れ
ま
で
国
民
会
議
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
る
の
か
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
以
下
、
講
演
内
容
の
中
で
「
医
療
提
供
の

在
り
方
」
に
限
っ
て
要
点
の
み
抜
粋
し
て
報

告
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
と
は
？

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
は
、
平
成

二
十
四
年
八
月
に
成
立
し
た
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
社
会
保

障
制
度
の
在
り
方
を
議
論
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
改
革
の
対
象
は
①
公
的
年
金

制
度
、②
医
療
制
度
、③
介
護
保
険
制
度
、④

少
子
化
対
策
の
四
つ
が
テ
ー
マ
で
す
。
特
に
、

消
費
税
を
五
％
上
げ
る
こ
と
に
際
し
て
、
ど

ん
な
こ
と
に
使
っ
て
行
く
の
か
「
こ
れ
な
ら

国
民
が
納
得
で
き
る
改
革
案
を
提
出
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
も
設
置

期
限
は
本
年
八
月
二
十
一
日
ま
で
と
し
て
、

改
革
案
が
法
律
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
閣
議
決
定
で
し
ば
り
を
つ
け
て
行
う

と
い
う
も
の
で
す
。

国
民
会
議
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

①
こ
の
十
三
年
間
の
国
の
一
般
会
計
は
、
税

収
が
大
幅
に
減
少
し
て
歳
入

に
占
め
る
割
合
も
半
分
を
き

る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費

は
大
幅
に
増
加
し
、
国
の
一

般
歳
出
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
る
。

②
我
が
国
の
公
債
残
高
は
、

年
々
増
加
の
途
を
た
ど
り
、

借
金
の
残
高
は
、
地
方
も
含

め
る
と
、
約
千
兆
円
に
も
膨

ら
ん
で
い
る
。

③
そ
こ
で
、
消
費
税
率
を

五
％
引
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
の

安
定
財
源
を
確
保
す
る
と
し

て
い
る
が
、
五
％
全
部
新
た

に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

四
％
は
現
在
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に

使
っ
て
、
残
り
の
一
％
、
約
二
・
七
兆
円
程

度
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
対
策
」「
医
療
・

介
護
の
充
実
」「
年
金
制
度
の
改
善
」「
貧
困
・

格
差
対
策
の
強
化
」
な
ど
に
使
っ
て
、
そ
の

中
で
医
療
・
介
護
は
約
一
・
六
兆
円
程
度
使

う
こ
と
が
お
お
ま
か
に
決
ま
っ
て
い
る
。

④
し
か
し
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
や
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
が
予
定
す
る
重
点
化
・
効

率
化
を
実
現
し
て
も
、
社
会
保
障
四
経
費
に

対
し
て
、
消
費
税
収
は
な
お
十
七
兆
円
不
足

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

⑤
一
方
、
将
来
の
推
計
人
口
を
見
る
と
六
十

五
才
〜
七
十
四
才
人
口
は
、
二
〇
一
六
年
頃

に
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
、
そ
の
後
は
逓
減
し
て

行
く
。
も
ち
ろ
ん
患
者
数
も
逓
減
す
る
。

　

し
か
し
、
七
十
五
才
以
上
の
人
口
は
、
ど

ん
ど
ん
増
え
て
二
〇
三
〇
年
頃
に
最
初
の

ピ
ー
ク
と
な
っ
て
、
二
〇
四
〇
年
代
か
ら
再

び
逓
増
し
て
、
第
二
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
五
五

年
頃
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今

後
、
大
規
模
な
病
院
や
福
祉
施
設
を
建
設
し

て
も
成
果
が
期
待
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
慢

性
期
の
疾
患
を
抱
え
て
晩
年
を
暮
ら
す
高
齢

者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
生
活
を
支
え
て

行
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
総
死
亡
者
数
に
し
て
も
、
年
々
増
え

て
行
く
こ
と
を
考
え
る
と
全
員
を
病
院
や
施

設
で
引
き
受
け
る
こ
と
は
無
理
で
、
今
後
、

過
度
の
病
院
頼
み
、
施
設
頼
み
か
ら
脱
却
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
民
会
議
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
認
識
し
て
お
り
、
共
通
し
た
意

見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
機
能
の
再
編
（
将
来
像
）

　

そ
こ
で
、
今
後
病
院
を
ど
の
よ
う
な
形
で

再
編
す
る
か
が
議
題
に
な
り
ま
す
。

　
図
①
、②
は
、
将
来
の
医
療
と
介
護
機
能

の
再
編
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
二
つ
の

図
は
、
数
十
年
前
福
田
政
権
下
の
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
の
時
と
同
じ
で
、
こ
れ

は
民
主
党
政
権
下
で
も
、
現
在
の
安
倍
政
権

に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
現
状
の
ま
ま
病
床
数
を
増
や
さ

な
い
で
病
院
の
機
能
を
「
高
度
急
性
期
」「
一

般
急
性
期
」「
亜
急
性
期
等
」「
長
期
療
養
」
と

分
担
を
明
確
に
し
て
、
高
度
急
性
期
は
入
院

期
間
を
平
均
十
五
日
〜
十
六
日
、
一
般
急
性

期
は
平
均
で
九
日
程
度
、
亜
急
性
期
は
入
院

六
十
日
程
度
に
す
る
な
ど
病
院
の
機
能
を
分

散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
化
し
て
な
ん
と

か
病
床
数
を
お
さ
え
な
が
ら
医
療
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
て
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ

問
題
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
こ

と
が
出
来
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
の

機
能
分
化
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み

　

そ
う
し
た
中
で
本
年
四
月
十
九
日
に
開
か

れ
た
国
民
会
議
で
は
、
二
人
の
委
員
の
共
同

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
医
療
提

供
体
制
の
改
革
に
は
、
診
療
報
酬
に
よ
る
誘

導
よ
り
も
、
補
助
金
を
活
用
す
る
方
が
効
果

的
だ
と
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
新
聞
に
は
、
次
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
厚
生
労
働
省
は
医
療
・
介
護
施
設
の
効

率
的
な
配
置
を
促
す
た
め
、
医
療
法
を
改
正

し
、
地
域
の
複
数
病
院
を
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
（
持
ち
株
会
社
）
型
化
し
た
地

域
独
占
の
医
療
法
人
（
非
営
利
）
の
設
置
を

認
め
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。「
地
域
医

療
・
包
括
ケ
ア
創
生
基
金
」（
仮
称
）
を
新

【図②】

【図①】 医療・介護機能の再編（将来像）

一般病床
（109万床）

療養病床
（24万床）

介護療養病床

介護施設
（98万人分）

居宅系サービス
（33万人分）

住宅サービス
（320万人分）

高度急性期
（入院15～16日）

一般急性期
（入院9日程度）

亜急性期等
（入院60日程度）

長期療養
（入院135日程度）

介護施設

居宅系サービス

住宅サービス

相　
互　
の　
連　
携　
深　
化

「
施
設
」か
ら「
地
域
」へ
・「
医
療
』か
ら「
介
護
」へ

【2012年（平成 24年）】 【2025年（平成 37年）】

地
域
に
密
着
し
た
病
床
で
の
対
応

現在の一般病棟入院基本料等の病床数

【図四】都内自治体における独自の風疹予防接種費用の助成
　　　　（妊娠を希望／予定する女性及び妊婦の夫以外に自治体独自に
　　　　 費用助成を行っている団体）

【図三】各年齢における風疹HI 抗体保有状況
　　　　　　　　　　（抗体価 1：8以上）　2012年度平

成
二
十
五
年
五
月
十
三
日
（
月
）

慢
性
期
医
療
委
員
会　
宮
武
剛
氏
講
演
会
よ
り
抜
粋

　
　
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
中
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
提
供
の
在
り
方
」

主
題
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港
区
み
な
と
保
健
所
健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
西
塚　
至
氏
（
医
療
安
全
推
進
委
員
）

風
疹
大
流
行

累
積
報
告
数
八
千
五
百
七
人
、
昨
年
の
三
十
六
倍

病
院
に
出
入
り
す
る
製
薬
メ
ー
カ
ー
社
員
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
業
者
も
ワ
ク
チ
ン
を
！

設
し
、
新
型
法
人
な
ど
に
補
助
金
を
支
給
す

る
（
中
略
）
同
基
金
に
は
毎
年
、
消
費
税
の

一
部
を
投
入
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
」

（
毎
日
新
聞
）
と
報
じ
た
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
だ
固
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
四
月
二
十
二
日
の
会
合
で
国
民

会
議
の
役
割
を
「
新
制
度
の
導
入
を
重
点
的

に
考
え
て
最
優
先
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
地

域
で
の
複
数
の
病
院
が
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
を
作
る
構
想
を
支
持
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
病
床
数
や
診
療
科
目
の
整

理
が
で
き
ま
す
し
、
医
療
機
器
や
医
薬
品
の

一
括
購
入
と
い
う
こ
と
な
ど
も
効
率
的
も
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

考
え
方
は
、
介
護
保
険
で
も
弱
小
の
社
会
福

祉
法
人
に
対
し
て
も
活
用
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
た
な
国
民
皆
保
険
体
制
の
再
構
築

　

従
来
よ
り
国
民
皆
保
険
体
制
は
「
だ
れ
で

も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
「
誰
も
が
信
頼
で
き
る
〝
家
庭

医
〞（
総
合
診
療
医
）
を
持
ち
、そ
の
紹
介
で
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
専
門
医
や
病
院
を
受

診
・
入
院
が
で
き
る
」
体
制
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

〝
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
や
め
ろ
！
〞
と

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

と
、
い
く
ら
医
療
資
源
が
あ
っ
て
も
足
り
な

い
と
い
う
の
が
国
民
会
議
で
は
一
致
し
た
意

見
で
す
。

　

医
療
は
都
道
府
県
ご
と
に
病
院
の
再
編
成

を
進
め
る
一
方
、
介
護
は
市
町
村
で
地
域
包

括
ケ
ア
の
構
築
は
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
役
割
分
担
の
促
進
策

　

最
後
に
私
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
は

入
院
に
特
化
し
て
、
入
院
だ
け
で
成
り
立
つ

報
酬
を
確
立
し
て
〝
外
来
の
縮
小
〞
〝
入
院

期
間
の
短
縮
〞
〝
受
け
入
れ
先
の
確
保
〞
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
診
療
所
は
、
全
診
療
所

が
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
家
庭
医
」
と
介
護
保
険
上
の
「
主

治
医
」
と
の
一
本
化
を
進
め
て
行
く
中
で
、

こ
う
し
た
診
療
所
に
は
「
家
庭
医
・
療
養
指

導
料
」（
仮
称
）
を
創
設
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
へ
の
参
画
を
条
件
に
高
い
定
額
報
酬
を
確

立
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

患
者
に
対
し
て
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
七
十

〜
七
十
四
才
の
自
己
負
担
は
一
割
に
据
え
置

か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
参
議
院
選
挙
が
終

わ
っ
た
後
は
、
必
ず
二
割
負
担
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
単
純
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、

従
来
通
り
か
か
り
つ
け
医
に
か
か
っ
て
い
る

患
者
は
一
割
負
担
の
ま
ま
に
し
て
、
い
き
な

り
病
院
に
来
る
患
者
に
は
、
二
割
負
担
と
い

う
こ
と
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
増
税
と
経
済
成
長
の

成
果
だ
け
で
は
、
現
在
の
社
会
保
障
の
伸
び

は
ま
か
な
え
ま
せ
ん
。
痛
み
を
伴
う
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
の
で
す
。

ま
と
め

　

設
置
期
限
ま
で
残
り
期
間
が
少
な
く
な
っ

た
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
は
、
参
議
院
選

挙
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
七
月
が
重
要
な
時
期

に
な
り
ま
す
。
八
月
の
早
い
時
期
に
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
た
い
と
の
目
標
で
、
様
々
な

角
度
か
ら
議
論
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
講
演
の
概
要
で
す
。
今
後
の
国
民

会
議
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
一
）
都
内
で
も
風
疹
大
流
行

　

都
内
で
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
頃
か
ら
風

疹
患
者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
一
週
間
あ
た
り

二
十
人
程
度
の
患
者
が
発
生
し
、
二
〇
〇
四

年
以
来
九
年
ぶ
り
に
流
行
が
み
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
患
者
の
さ

ら
な
る
増
加
が
み
ら
れ
、
二
月
か
ら
一
週
間

あ
た
り
百
人
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
大
流

行
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。【
図
一
】【
図
二
】

　

 

今
年
一
月
か
ら
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
都

内
の
風
疹
患
者
数
は
、
昨
年
一
年
間
の
三
・

四
倍
に
の
ぼ
る
。

（
二
）
男
性
は
二
十
か
ら
四
十
歳
代
、

女
性
は
二
十
歳
代
に
流
行

　

都
内
に
お
け
る
風
疹
患
者
は
、
男
性
は
二

十
か
ら
四
十
歳
代
に
、
女
性
は
二
十
歳
代
に

多
い
。

　

 

患
者
の
多
く
が
、
予
防
接
種
歴
が
な
い
又

は
確
認
で
き
な
い
者
で
あ
る
。
女
性
が
妊
娠

中
（
特
に
妊
娠
初
期
）、
風
疹
に
感
染
す
る

と
胎
児
に
難
聴
や
白
内
障
、
先
天
性
の
心
疾

患
な
ど
が
生
じ
る
「
先
天
性
風
疹
症
候
群
」

（CRS

）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
一
九
七
五
か
ら
一
九
七
七

年
に
か
け
て
全
国
的
な
風
疹
大
流
行
が
あ

り
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
恐
れ
て
多
く
の

人
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
い
、
そ
の
数
は
年

間
二
千
六
百
件
を
超
え
た
（
国
立
感
染
症
研

究
所
「
風
疹
の
現
状
と
今
後
の
風
疹
対
策
に

つ
い
て
」）。

（
三
）
先
天
性
風
疹
症
候
群
が
、
昨
年

か
ら
十
件

　

先
天
性
風
疹
症
候
群
は
感
染
症
法
に
よ
る

五
類
全
数
把
握
疾
患
に
分
類
さ
れ
、
診
断
し

た
医
師
は
七
日
以
内
に
最
寄
り
の
保
健
所
に

届
け
出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
流
行

が
始
ま
っ
た
昨
年
か
ら
今
年
四
月
二
十
一
日

ま
で
に
全
国
で
十
件
が
報
告
さ
れ
た
。
都
内

で
も
今
年
第
十
三
週
（
三
月
二
十
五
日
〜
三

月
三
十
一
日
）
に
一
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
先
天
性
風
疹
症
候
群
は
妊
娠

初
期
の
女
性
が
風
疹
に
感
染
し
胎
児
が
感
染

す
る
こ
と
が
多
く
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の

報
告
は
今
後
、
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
四
）
成
人
男
性
で
は
免
疫
が
不
十
分

　

今
回
の
流
行
の
特
徴
は
、
風
疹
に
対
す
る

集
団
免
疫
と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
国
立
感
染
症
研
究
所
の
「
二
〇
一
二
年

度
感
染
症
流
行
予
測
調
査
」
に
よ
る
と
、
二

十
か
ら
四
十
歳
代
の
男
性
に
お
い
て
、
風
疹

抗
体
価
の
低
下
が
み
ら
れ
、
九
十
％
を
下

回
っ
て
い
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る

十
四
都
府
県
で
昨
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
五
千
九
十
四
名
（
男
性 

二
千
二
百
二
十
五

名
、
女
性 

二
千
八
百
六
十
九
名
）
か
ら
採
血

し
た
血
清
を
用
い
て
、
赤
血
球
凝
集
抑
制

（hem
agglutination inhibition

：H
I

）

試
験
に
よ
風
疹
抗
体
価
を
測
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
風
疹
の
流
行
を
抑
え
る
に
は
、
集
団

に
お
い
て
十
分
な
（
抗
体
価
八
倍
以
上
）
免

疫
を
有
す
る
者
が
九
十
％
を
超
え
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
図
三
を
み
る
と
、〇
歳
で

三
十
％
程
度
で
あ
っ
た
抗
体
保
有
率
は
一
歳

で
上
昇
し
、
二
歳
以
上
で
は
お
お
む
ね
九

十
％
以
上
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
歳
で

実
施
さ
れ
て
い
る
定
期
予
防
接
種
（
第
一
期
）

に
よ
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
と
思
わ

れ
る
。
二
歳
以
上
で
は
、
十
九
歳
ま
で
抗
体

保
有
状
況
は
九
十
％
以
上
維
持
さ
れ
、
男
女

差
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
か

ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
時
限
的
に
実
施
さ
れ

た
、
第
三
期
（
中
学
一
年
）・
第
四
期
（
高

校
三
年
）
の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効

果
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
れ
以
上
の
成
人
男
性
を
み
る
と
、
多
く

の
年
齢
群
で
九
十
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
男

性
の
抗
体
保
有
率
は
、
三
十
代
（
三
十
〜
三

十
四
歳
八
十
四
％
、
三
十
五
〜
三
十
九
歳
七

十
三
％
）、
四
十
代
（
四
十
〜
四
十
四
歳
八

十
六
％
、
四
十
五
〜
四
十
九
歳
八
十
一
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
同
年
齢
層
の
女
性
（
九
十

七
〜
九
十
八
％
）
と
比
較
し
て
十
ポ
イ
ン
ト

以
上
（
十
二
〜
二
十
五
ポ
イ
ン
ト
）
低
い
。

こ
の
こ
と
が
、
風
疹
の
流
行
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
と
さ
れ
る
。〈
一
〉【
図
三
】

（
五
）
日
本
病
院
会
が
風
疹
対
策
を
通
知

　

本
年
四
月
、
全
国
二
千
三
百
七
十
病
院
が

加
盟
す
る
一
般
社
団
法
人　

日
本
病
院
会

（
堺
常
雄
会
長
）
は
、
全
国
で
風
疹
の
流
行

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
院
内
で
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
加
盟
病
院
の
当
面

の
対
策
と
し
て
、
病
院
職
員
の
風
疹
抗
体
価

の
確
認
と
、
免
疫
が
不
十
分
な
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
促
す
こ
と
を
求
め
た
。
同
時
に
、

診療情報管理勉強会　第 19回全体会のご案内
「医療事故発生後の院内事故調査」

　　日　時：平成 25年 7月 26日（金）　
　　　　　　午後 6時 00分～ 8時 00分
　　会　場：東医健保会館（JR信濃町駅  徒歩 5分）

プログラム：
診療情報管理勉強会　分科会活動報告
入門・基礎分科会、DPC分科会、統計分科会の活動内容の紹介
講演会
① 診療記録の記載・医療事故発生後の院内事故調査
　 飯田　修平氏
　（診療情報管理委員会委員長、練馬総合病院理事長・院長）
② 全日病「医療安全管理・医療紛争解決に関するアンケート」
   長谷川　友紀氏（東邦大学医学部社会医学講座教授）
定　員：先着 60名（定員を超えた場合のみご連絡いたします）
参加費：会　員　3,000 円　非会員　6,000 円
　　　　（当日会場にて申し受けます）

【申込み先】東京都病院協会　FAX 03-5217-0898

【図一】風疹患者報告数の推移（東京都 2012 年から 2013年まで）

【図二】保健所別報告数
　　　　 2013 年 1週～ 21週（12/31 ～ 5/26）合計 2,338 人
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